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マクロ経済と社会保障制度Ⅱ

わが国マクロ経済の代表的数値

1960年から 2010年の半世紀をたどる（その 1）

　はじめに、この 50年間の日本経済を振り返ってみましょう（表 1および表 2）。2つの表には、

1960年、1970年、1980年、1990年、2000年、2010年の値が載っています。1960年、政治の

季節の出来事である日米安保条約改定をめぐる激しい闘争が終わり、所得倍増計画に象徴される

華々しい高度成長が始まりました。そこからのわが国経済の変貌の様子を把握するためです。

　第 1行は、名目 GDPの推移、つまり時点間の物価の違いを調整していない「各年における物

価水準表示によるマクロ経済規模」です。1960年には 16兆円だった値が、1970年までの 10年

間で 73兆円に急増しています。何と4倍以上の伸びです。続く 10年で243兆円になり、さら

に 1990年には 445兆円まで増えました。ところがここで止まっており、2010年には 475兆円

と 20年前とあまり変わっていません。

　2行目は、物価変動調整を行った後の実質 GDP値（2000年価格表示）を示しています。こち

らの方が、インフレーションによる見かけ上の膨らみやデフレーションによる見かけ上の減少を

除去した、経済の実像を示しています。1960年から 1970年までの 10年間で実質 GDP は 71兆

円から 188兆円と2倍半に増加しました。経済がリアルに年に 10％成長していたわけです。そ

の途中、1965年に実質成長率が 5％にとどまり、このときは「不況」と呼ばれました。今の日

本で実質 5％も成長したら大好況ですね。実質 GDPは次の 10年には倍増はしていませんが、284

兆円になり、1990年には447兆円まで成長しました。ところが名目 GDPと同じくここで急ブレー

キがかかります。

　3行目は、わが国 1人当たり GDPが購買力平価表示で見ると世界何位であるかを表しています。

購買力平価とは為替レートを「買い物バスケット」で調整した値です。1990年のバブル経済時

5

10

15

20

25

30

90-12-21105
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